
旭化成の特許ポートフォリオ分析：コンテンツおよび AI ロボッ

ト産業における戦略的転換 

Gemini Deep Research  

エグゼクティブサマリー 

 

本レポートは、旭化成株式会社（以下、旭化成）が過去 10 年以内に出願した特許を精

査し、同社がコンテンツ産業および AI ロボット産業において展開する技術戦略を分析

するものである。分析の結果、旭化成がコモディティ化した素材事業から、次世代の技

術メガトレンドを支える高付加価値かつ知的財産（IP）で保護されたセンシング・電子

部品の「ツルハシとシャベル」供給者へと、意図的かつ極めて巧みに戦略的ピボットを

遂行していることが明らかになった。 

主要な発見（コンテンツ産業）： 
コンテンツ産業において、旭化成の戦略は広範なものではなく、ハイファイオーディオ市場の

支配に外科手術的に焦点を合わせている。子会社の旭化成エレクトロニクス（AKM）を通じ

て、D/A コンバータ（DAC）における品質のベンチマークとして「VELVET SOUND」ブランド

を確立し 1、これを音響材料における同社の根源的な強みと融合させている 4。映像やゲーム分

野への関与は、主に素材供給者としてのものであり、周辺的かつ機会主義的なものに留まる。 
主要な発見（AI ロボット産業）： 
AI ロボット産業において、旭化成はソフトウェア的な意味での「AI 企業」ではない。むし

ろ、同社の特許ポートフォリオは、知能を持つ機械の「中枢神経系」を構築するという戦略を

明らかにしている。その礎石となるのが、先進的なロボティクスに不可欠な「触覚」（力・ト

ルク制御）を提供する「Currentier 」コアレス電流センサーのポートフォリオである 5。これ

は、視覚（ミリ波レーダー）や環境認識のためのセンサー群によって補完されている 8。 
戦略的インプリケーション： 
近年のメタクリル酸メチル（MMA）事業からの撤退 10 は、この戦略的転換を示す極めて重要

な指標である。これは、ディスプレイなどに使用される低マージンの素材事業 13 から、高マー

ジン・高 IP のセンサーおよびエレクトロニクス領域へとリソースをシフトさせる動きに他なら

ない。これらの分野における同社の将来的な成長は、これらの部品をシステムレベルのソリュ

ーションに統合する能力、特に高成長が見込まれる「エイジテック」およびウェアラブルヘル

スケア市場向けのソリューション開発にかかっている 8。 

 

第 I 部：コンテンツ産業における旭化成の戦略分析 



 

 

1.1 ハイファイオーディオにおける支配的地位：AKM「VELVET SOUND」エコシステ

ム 

 

旭化成は、子会社である旭化成エレクトロニクス（AKM）を通じて、ハイエンドオー

ディオ市場における最高峰のサプライヤーとしての地位を確立することに成功してい

る。これは単なる技術的成果ではなく、「原音探究」という「VELVET SOUND」の哲

学 2 を中心とした、ブランディングと戦略的マーケティングの妙技である。 

この支配的地位の基盤となっているのは、同社の D/A コンバータ（DAC）および A/D
コンバータ（ADC）のポートフォリオである。これらは単なるコモディティチップで

はなく、ハイエンドオーディオ機器の音の個性を決定づけるプレミアムコンポーネント

として市場に投入されている。AK4497S や AK4498EXといった新しいフラッグシップ

DAC の発表 15 は、同社の絶え間ない技術革新を証明している。 

「VELVET SOUND」ブランドは、世界中の主要なオーディオブランドに広く採用され

ている 1。AKM がドイツの「HIGH END Munich」のような最高峰のオーディオショー

に出展し、競合他社との聴き比べデモを行うことは、その B2B マーケティング能力の

高さを物語っている 15。これにより、著名ブランドによる採用が AKM の評価を高め、

さらなる採用を促すという好循環が生まれている。 

2020 年の工場火災は、多くの顧客が ESS Technology のような競合他社への切り替え

を余儀なくされるという大きな混乱をもたらした 15。しかし、データはこの危機を好機

に変えるための二正面戦略を示唆している。第一に、火災で失われた「AK4497」の単

なる代替品ではなく、性能を向上させた「AK4497S」を再投入することで、優れた性

能によって顧客を奪還する「技術的リープフロッグ」戦略である 15。第二に、AKM の

エンジニアがポータブルなデモ機を自ら作成し、展示会で競合他社のブースに直接持ち

込んでその音質を「売り込む」という、非常に自信に満ちた攻撃的なマーケティング戦

術である 15。 

オーディオ市場には強い主観的要素が存在する。S/N 比（SNR）や全高調波歪み

（THD）といった客観的な測定値も重要だが、オーディオ愛好家やブランドはしばしば

音を「温かい」「滑らか」「分析的」といった定性的な言葉で表現する 16。AKM のブ

ランディング（「VELVET SOUND」）やマーケティング（「まるで、そこにいるかの



ような」）2 は、音のこの主観的、感情的な側面に強く訴えかけている。一方で、競合

の ESS はより「分析的」あるいは「詳細」と評されることが多い 16。これにより、単

なる技術仕様ではなく、音の好みによる市場の細分化が生まれている。20 20 年の火災

は、ブランドに競合の音の個性を直接体験させる機会を与えた。旭化成の戦略は、仕様

で勝つだけでなく、製品設計者やエンドユーザーの「心と耳」を掴むことにある。火災

後の復活劇は、単なる供給回復ではなく、同社の「音の個性」という、無形ではあるが

強力な知的財産の独自の価値提案を再主張するものであった。この戦いは、技術研究所

と同じくらい、オーディオ愛好家のフォーラム 16 やレビュー記事 22 の中で繰り広げら

れているのである。 

表 1：主要 AKM オーディオ DAC/ADC 特許と商用採用事例 

特許番号/ファミ

リー 
主要な特許技術/
クレーム 

商用製品 (AKM 
DAC モデル) 

主な採用事例 主張される利点 

(複数特許で構

成) 
新開発の低歪み

技術アーキテク

チャ 

AK4499EX, 
AK4191 

Aste ll&Kern 
A&ultima 
SP30 0 0  

「VELVET 
SOUND」技術、

空間的な音の広

がりと低歪み 

(複数特許で構

成) 
高 S/N 比を実現

するアナログ回

路設計 

AK4497S FiiO K9 Pro 
(AKM 版) 16 

高解像度、低ノ

イズフロア 15 

(複数特許で構

成) 
デジタルとアナ

ログの完全分離

設計 

AK4498EX, 
AK4191 

ハイエンド

DAP、オーディ

オインターフェ

ース 

デジタルノイズ

の排除、純粋な

アナログ信号生

成 15 

(複数特許で構

成) 
超ハイインピー

ダンス ADC 入

力 

AK5734 プロ用マイクプ

リアンプ、オー

ディオインター

フェース 

前段アンプの選

択自由度を拡大 
3 

 

1.2 先進音響材料による相乗的アプローチ 

 

旭化成のオーディオ分野における強みは、半導体だけに留まらない。同社は素材科学に



おける長年の伝統を活かし、電子部品を補完する形で、物理レベルで音と振動を制御す

るソリューションを提供する相乗的なポートフォリオを構築している。 

その代表例が、変性ポリフェニレンエーテル（m- PPE）樹脂「ザイロンệ」の V シリー

ズである。これは振動・騒音抑制（制振・制音）のために特別に設計されたポリマーア

ロイである 4。特許やマーケティング資料では、ABS や PC といった標準的な樹脂より

も高い損失係数を持ち、オーディオ機器の筐体やスピーカー部品における不要な共振を

低減するのに理想的であることが強調されている 4。 

もう一つの重要な材料技術が、ポリアミド系樹脂の発泡体「サンフォース®」である。

これは、音波を捉えて減衰させる独自の多孔質ビーズ構造を持つ、巧みに設計された吸

音材である 23。これは、ポリマー化学を音響工学の問題解決に直接応用した例である。 

スピーカーやマイクロホンの振動板に関しては、J VC の「ウッドコーン」24 や台湾企

業の「ガラス振動板」15 がイノベーションの例として挙げられているが、旭化成自身の

特許 CN130 8380 C 25 は、高性能マイクロホンおよびスピーカー振動板用のポリアリレ

ート樹脂キャストフィルムに関する研究開発を明らかにしている。その目的は、他のポ

リマーフィルムに見られる「金属的な」音を避けつつ、高い忠実度と機械的強度を両立

させることである 25。 

これらの技術は、単独で存在するのではなく、より大きな戦略の一部を形成している。

ハイエンドオーディオ機器の性能は、電子的な信号処理（DAC、ADC）と、その構造

の物理的・音響的特性（筐体の共振、スピーカーユニットの素材、内部の吸音処理）の

両方に依存する。DAC のみを販売する企業は、問題の片側しか解決できない。旭化成

は、AKM の「VELVET SOUND」エレクトロニクス 1 と、ザイロンệ  4 やサンフォース® 
23 のような先進的な音響材料の両方を提供することで、スピーカーやヘッドホンメーカ

ーといった顧客に対し、より包括的な「トータルソリューション」を提案できる。彼ら

は、「最も純粋な信号のために我々の DAC を、振動を排除するために筐体に我々のザ

イロンệを、そして音をクリーンにするために内部吸音材として我々のサンフォース®
をお使いください」と提案できるのである。これは、純粋な半導体企業である ESS に

は提供できない、強力な競争上の堀を築く。この材料と電子部品を組み合わせた相乗効

果戦略は、顧客とのより深い統合を可能にし、特定のオーディオ機器における部品コス

ト（BOM）のより大きなシェアと、より強固な関係性につながる可能性がある。これ

により、同社は単なる部品供給者から、音響工学のパートナーへと変貌を遂げるのであ

る。 

 



1.3 映像、ディスプレイ、ゲーム分野への周辺的関与 

 

オーディオにおける深く焦点を絞った戦略とは対照的に、映像、ディスプレイ、ゲーム

といったより広範なコンテンツ産業への旭化成の関与は間接的であり、主に素材供給者

としての地位に根ざしている。特許ポートフォリオは、これらの分野のコア技術におい

て戦略的な革新を推進している様子を示していない。 

「ビデオ」や「ディスプレイ」に関する特許検索 13 では、旭化成がポリマーや化学薬

品といった基礎材料の供給者として引用されている特許が主に見つかる。例えば、特許

US9963417B2 13 は、ディスプレイに使用される PMMA（アクリル樹脂）の前駆体であ

るメタクリル酸メチル（MMA）の製造方法に関するものである。これは典型的なコモ

ディティプラス材料の戦略であり、ハイテクディスプレイ技術の革新ではない。同様

に、「ゲーム」に関する検索 29 でも、旭化成の材料がゲーム関連製品のバインダーや

ラミネートなどの部品に使用されている例は見られるが、ゲームエンジン、制御システ

ム、あるいは表示レンダリングに関する特許は見当たらない。 

この文脈で極めて重要なのが、2025 年に発表された MMA モノマーおよびアクリル樹

脂事業からの撤退である 10。これは、多くのディスプレイ用途に基礎材料を供給してき

たまさにその事業ラインを売却するという、画期的な戦略的決定である 13。 

この事業売却は、弱さの表れではなく、計算された戦略的行動と解釈すべきである。

MMA/PMMA 事業は大規模な化学事業であり、重要ではあるものの、市場の循環性や価

格圧力に左右されやすく、高 IP のエレクトロニクスと比較してコモディティ事業の色

彩が強い。同社の公言する戦略は、高付加価値で IP 保護された成長分野に集中するこ

とである。特許分析が示すように、同社の真のイノベーションエンジンはエレクトロニ

クス（AKM）と先進センサー（Currentier ）にある。したがって、MMA 事業からの撤

退 10 は、資本と経営資源を、より収益性が高く防御可能なオーディオおよびロボティ

クスセンサーの分野に再配置するための意図的な「戦略的剪定」なのである。この決定

は、「コンテンツ産業」における同社の立ち位置を明確にする。彼らは、低マージンで

コモディティ的なディスプレイ材料セグメントから意図的に撤退し、高マージン・高

IP のオーディオセグメントに倍賭けしている。彼らの戦略は、コンテンツ産業の 

中にいることではなく、その産業に対して最も重要なオーディオ部品の最高級サプライ

ヤーになることなのである。 

 



第 II 部：AI ロボット産業における旭化成の役割の解体 

 

 

2.1 「触覚」— ロボットハプティクスの礎としてのコアレス電流センサー 

 

旭化成が AI ロボット産業に対して行う最も重要かつ戦略的な貢献は、AI アルゴリズム

そのものではなく、機械に根源的な「触覚」（ハプティクス）を提供することにある。

この能力は、同社が世界で初めて開発し、高度に特許で保護されたコアレス電流センサ

ー技術「Currentier 」によって実現されている 5。 

この技術は、従来の電流センサー（コア付きやシャント抵抗）からの根本的な脱却を意

味する。磁気コアを排除することにより、旭化成のセンサーは劇的に小型化（従来の約

1/20）され、発熱が少なく、応答時間もはるかに速い 5。これらの特徴は、ロボットの

関節にセンサーを直接組み込み、モーター電流を極めて高い精度で監視するために不可

欠である。 

モーター電流の精密かつリアルタイムな測定は、高精度な力・トルク制御を可能にす

る。これこそがロボットハプティクスの本質である。これにより、ロボットは自身が加

えている力を「感じ」、壊れやすい物体を掴んだり、人間と安全に相互作用したりとい

った繊細な作業が可能になる 5。これは、ロボットを事前にプログラムされた盲目的な

動作から、適応的でインタラクティブな振る舞いへと進化させる。主な応用分野は、産

業用サーボモーター、インバーター、ロボット制御システムである 7。この技術は、特

に高度な物理的相互作用能力を必要とする次世代の協働ロボット（「コボット」）やヒ

ューマノイドロボットにとって極めて重要である 32。 

この戦略は、ロボットの「脳」ではなく「神経系」を所有するという観点から理解でき

る。AI がロボットの意思決定を行う「脳」であるとすれば、物理的なタスクを実行す

るためには、筋肉（モーター）に指令を送り、感覚（フィードバック）を受け取る「神

経系」が必要である。旭化成の「Currentier 」センサーは、筋肉内の神経終末のように

機能し、加えられている力に関する即時的で忠実度の高いフィードバックを提供する。

多くの企業が AI という「脳」を開発するために競争している（これは非常に競争が激

しく資本集約的な分野である）一方で、旭化成は、それほど混雑していないが同様に重

要な領域、すなわち高性能な「神経系」に焦点を当てている。これは典型的な「ツルハ

シとシャベル」戦略である。彼らは金鉱（AI）を掘っているのではなく、すべての採掘



者が必要とする不可欠な道具（センサー）を販売しているのだ。旭化成のロボティクス

における特許戦略は、その焦点の鋭さにおいて卓越している。彼らは、すべての先進的

なロボットに共通する根源的なニーズ、すなわち触覚を特定し、それを満たすための独

自の、クラス最高のハードウェアソリューションを開発した。これにより、最終的にど

の AI ソフトウェアやロボット設計が勝利するかにかかわらず、AI ロボット産業全体の

重要なイネーブラーとしての地位を確立しているのである。 

表 2：旭化成「Currentier 」センサー技術と従来方式の比較分析 

主要性能指標 旭化成コアレスセン

サー「Currentie r」 
コア付き電流センサ

ー 
シャント抵抗＋絶縁

アンプ 

サイズ/実装面積 非常に小さい（約

1/20 サイズ）、SMD
対応で低背 5 

大きい、かさばる 比較的小さいが、絶

縁電源が別途必要 6 

発熱 低発熱、大電流測定

が可能 6 

鉄損による発熱が大

きい 
シャント抵抗での電

力損失による発熱 

応答速度 高速応答（例：

0 .6µs）33 

比較的遅い 絶縁アンプの速度に

依存 

精度/分解能 高精度、磁気ヒステ

リシスなし 6 

磁気ヒステリシスに

よる誤差あり 
精度は高いが、温度

特性の考慮が必要 

絶縁性 1 素子で絶縁可能、高

い安全規格

（UL6180 0 - 5- 1）6 

コアによる絶縁 絶縁アンプによる絶

縁が必要 

実装コスト 設計工数削減、シス

テム小型化 6 

比較的高い 部品点数が多く、設

計が複雑 

 

2.2 ロボットのための包括的な感覚システムの構築 

 

中核となる触覚に加え、旭化成は多様な技術基盤を活用し、ロボットがその環境を豊か

で詳細に知覚し理解することを可能にする、包括的なセンサー群を構築している。 



視覚と近接覚を担うのは、60 GHz ミリ波レーダーIC である 8。この技術は、プライバ

シーを保護し、様々な照明条件下で安定して機能するため、多くの用途でカメラよりも

優れている。応用例には、在室検知、複数人物の位置追跡、そして介護ロボティクスに

とって極めて重要な転倒検知が含まれる 8。 

ロボットが自身の四肢の位置を知る（自己受容感覚）ためには、関節に精密な角度セン

サーが必要である。AKM は、堅牢で柔軟な「オフアクシス」配置が可能な高精度磁気

式角度センサーを提供しており、これによりロボットの設計と組み立てが簡素化される 
34。 

さらに、旭化成は CO2、温度、湿度センサーを単一モジュールに統合している 35。当

初は建物の換気管理（「3 密見える化ソリューション」）向けに販売されていたが、こ

の技術は人間環境で動作するロボットに直接応用可能である。例えば、介護ロボットは

このデータを使って、患者の部屋の環境を快適性と安全性の観点から監視することがで

きる。 

これらのセンサーは、より大きな「センサーフュージョン」戦略の一部である。単一の

センサーは単一のデータポイントしか提供しない。カメラだけのロボットは簡単に騙さ

れ、触覚センサーだけのロボットは盲目である。真の環境理解と知的行動は、複数の異

なる種類のセンサーからのデータを組み合わせる「センサーフュージョン」から生まれ

る。先進的な介護ロボットは、旭化成のポートフォリオからのデータを融合させること

ができる。ミリ波レーダーで人の転倒を検知し 8、触覚センサーで介助する際の穏やか

な接触を確認し 5、環境センサーで部屋が寒すぎないかを確認する 36、といった具合

だ。旭化成は単に個々のセンサーを販売しているのではなく、センサーフュージョンの

ためのハードウェアツールキットを構築している。これにより、旭化成は先進的な AI
が必要とする感覚入力のワンストップショップとなる。ロボット AI が洗練されるにつ

れて、高品質で多モーダルなセンサーデータへの渇望は指数関数的に増大するだろう。

旭化成は、この将来の需要に応えるべく特許ポートフォリオを配置しており、物理的な

AI の重要なイネーブラーとしての役割を再び強化している。 

 

2.3 「エイジテック」とウェアラブルヘルスケアへの戦略的集中 

 

旭化成は、高成長・高価値の「エイジテック」（高齢化社会向け技術）およびウェアラ

ブルヘルスケア市場をターゲットに、同社のセンサー技術を戦略的に集約させている。

これは、部品販売から統合ソリューション提供へと、バリューチェーンを遡る動きを意



味する。 

この戦略の礎石となるのが、転倒検知やバイタルサインモニタリングのための非接触ミ

リ波レーダーである 8。特に革新的なのが、聴診器なしで心音や呼吸音を聴取すること

を目指す「ミリ波式非接触聴診」のコンセプトである 8。これは遠隔患者モニタリング

や介護ロボットに明確に適合する。 

特許ポートフォリオと製品発表は、ウェアラブル分野への明確な進出を示している。 

● 「スマートおむつ」: DC/DC コンバータ（AP4470 L）と Blue tooth IC
（AK1595A）を使用し、排尿を検知して介護者に通知するバッテリーレスセンサー

のコンセプト 9。これは高齢者や乳幼児の介護における大きな課題に直接応えるも

のである。 
● ウェアラブル温度・筋電位センサー: スマートウォッチでの継続的な皮膚温度モニ

タリングのための超小型・低消費電力の赤外線温度センサーや、筋肉の活動を検出

する筋電位（EMG）センサーの開発 8。 
● 伸縮電線「ロボ電®」: この材料技術は、快適なスマート衣料や関節の多いロボッ

トアームに不可欠な、断線することなく伸縮・可動する配線を可能にし、ウェアラ

ブル機器やロボティクスの重要なイネーブラーとなっている 32。 

この動きは、単なる部品販売から、実世界の課題を解決するシステム提供への移行を示

している。高齢化は世界的なメガトレンドであり、ヘルスケアや介護ソリューションへ

の巨大な需要を生み出している。旭化成は、モニタリング用センサー（レーダー、温

度）、インタラクション用センサー（触覚）、そしてそれを可能にする材料（伸縮電

線）といった関連部品のツールボックスを保有している。これらの部品を個別に販売す

るだけでなく、「スマートおむつ」9 や「非接触聴診」8 のような「コンセプトソリュ

ーション」を創出している。これはバリューチェーンを遡る戦略的な動きである。これ

らのコンセプトソリューションは、技術デモンストレーターおよびリファレンスデザイ

ンとして機能する。医療機器メーカーや介護サービス事業者といった潜在的な顧客に対

し、旭化成の部品を使って特定の高価値な問題を 

どのように解決できるかを示すのである。これにより、採用が加速し、顧客エンゲージ

メントが深まり、旭化成は単にデータシートに基づいて個々のセンサーを販売する場合

よりも多くの価値を獲得することができる。これは、サプライヤーからソリューション

アーキテクトへの移行なのである。 

 

第 III 部：統合分析、競争環境、および戦略的提言 



 

 

3.1 イノベーションの二元性：高価値センシングへの戦略的ピボット 

 

第 I 部と第 II 部の分析を統合すると、旭化成の明確な戦略的方向性が見えてくる。

MMA 事業からの撤退 10 は、AKM のオーディオ IC 15 や「Currentier 」をはじめとする

ロボティクスセンサー 5 への集中的な研究開発・マーケティング投資と対をなしてい

る。これは、同社がその重心を、化学・素材という伝統的な事業から、IP 主導の先進

エレクトロニクス・センシングの未来へと意識的にシフトさせている明確な物語を形成

する。この「二元性」は、一見異なる二つの市場（コンテンツとロボティクス）に対

し、「最高性能の感覚コンポーネントを提供する」という同じ核心的哲学でサービスを

提供している点に現れている。 

 

3.2 競争環境と将来展望 

 

オーディオ分野の競争: AKM の主要な競合相手は、明らかに ESS Technology であ

る。この競争は、技術仕様と、より主観的な「音の個性」の両面で繰り広げられている 
16。両社のハイエンド DAC 市場における市場シェアとブランドポジショニングは、今

後も注視すべき点である。 

ロボティクス/ハプティクス分野の競争: こちらの競争環境はより断片的である。 

● ハプティクス専門企業: 慶應義塾大学発のベンチャーで、「リアルハプティクス」

というソフトウェアと制御に焦点を当てるモーションリブ株式会社 37 などが存在

する。彼らのアプローチがソフトウェア中心であるのに対し、旭化成のアプローチ

はハードウェア（センサー）中心である。これは競争上の脅威であると同時に、潜

在的なパートナーシップの機会も示唆している。 
● 触覚センサーメーカー: XELA Robotics、タッチエンス、ニッタなど、様々な企業

が静電容量式や抵抗式など、異なるタイプの触覚センサーを製造している 41。旭化

成の「Currentier 」は、直接的な接触センサーではなく、間接的な力センサー（モ

ーター電流を測定）である点で差別化されており、統合の容易さや耐久性において

利点を持つ。 



将来展望: 特許トレンドに基づけば、旭化成の将来の研究開発は、(1) センサーをより小

型・低消費電力のモジュールに統合すること（例：AiM レーダーモジュール 9）、(2) 
より完全なソリューションを提供するためにセンサーフュージョンに必要なソフトウェ

アとアルゴリズムを開発すること、(3) パートナーシップを通じて「エイジテック」や

ヘルスケアのコンセプトソリューションを商用製品化すること、に焦点を当てる可能性

が高い。 

 

3.3 実用的なインテリジェンスと戦略的提言 

 

投資家への提言: 
旭化成は、伝統的な化学企業としてではなく、確固たる IP ポートフォリオを持ち、長期的な成

長市場に位置する高成長テクノロジー企業として評価されるべきである。MMA 事業からの撤

退は、ポジティブな触媒として捉えるべきだ。注目すべき主要指標は、エレクトロニクスセグ

メントの成長率と利益率、そして自動車およびロボティクス分野における主要センサー製品の

設計獲得（デザインウィン）である。 
競合他社（例：ESS、Texas Instruments、Analog Devices）への提言: 
旭化成からの主要な脅威は、その相乗的な「材料＋エレクトロニクス」戦略である。効果的に

競争するためには、単に IC の性能で追随するだけでなく、彼らが顧客に提供できる「トータ

ルソリューション」アプローチにも対抗する必要がある。ロボティクス分野では、競合他社は

自社のセンシング方式の利点（例：直接的な触覚センシング対旭化成の間接的な電流センシン

グ）を強調する必要がある。 
潜在的パートナー（例：ロボット企業、医療機器メーカー）への提言: 
旭化成は、次世代製品に必要な中核的な感覚ハードウェアの最高級サプライヤーである。彼ら

はより統合されたソリューションの提供へと移行しており、システムレベルの専門知識は持つ

が、深いコンポーネントレベルの技術を持たない企業にとって魅力的なパートナーとなってい

る。「エイジテック」に関するコンセプト 8 は、協力への明確な招待状である。 
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